
アンケートに見る 
男女共同参画の意識・実態 

 

 

 

 

 

 

 

１．男女共同参画に関する意識調査 

固定的な性別役割分担意識について （市民対象 問 1） 

●「男は仕事、女は家庭」という考え方についてどのように思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各分野における男女の地位 （市民対象 問 4） 

●次にあげる分野で男女の地位が平等になっていると思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.3

32.4

35.2

18.8

9.6 3.8

男性

（N=293）

1.3

6.3

24.9

39.4

27.0
1.1

女性

（N=381）

鳥取市は、だれもがあらゆる分野に参画し、性別にとらわれることなく、その個性と能力を発

揮し、いきいきと暮らせる「男女共同参画社会」の実現を目指しています。 

今後の施策及び新たな「男女共同参画プラン」の資料とするため、令和６年１１月～１２月、市民

２，０００人と企業５００社を対象にアンケート調査を実施しました。その調査結果の主なものを紹

介します。  ※グラフは端数の処理の関係で合計が 100 とならない場合があります。 

 

同感 どちらかといえば同感 

どちらかといえば反対 

 

反対 

どちらともいえない 無回答 

無効回答 

男性の方が非常に優遇されている 

 どちらかといえば男性の方が優遇
されている 

平等である 

どちらかといえば女性の方が優遇

されている 

 

無回答 

女性の方が非常に優遇されている 

わからない 

2.3 

2.4 

7.6 

8.5 

22.2 

26.7 

37.4 

28.9 

29.0 

31.6 

1.5 

1.8 0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和６年全体（N=684）

令和元年全体（N=709）

（Ｎ＝684） 

 13.0 

15.2 

3.4 

17.5 

11.8 

11.0 

12.0 

47.2 

45.5 

13.5 

52.2 

39.6 

38.5 

48.4 

21.6 

21.6 

45.5 

11.0 

22.1 

25.6 

15.6 

4.1 

2.8 

1.9 

4.7 

5.0 

4.1 

3.4 

0.6 

1.5 

0.3 

0.6 

0.9 

0.4 

1.2 

8.8 

8.5 

30.1 

8.9 

15.8 

15.5 

14.9 

4.7 

5.0 

5.3 

5.1 

4.8 

5.0 

4.5 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家庭生活

職場

学校教育の場

社会的慣習や風潮

法律や制度上

地域・社会活動の場

社会生活全体



結婚観について （市民対象 問 3） 

●結婚観についてどのように思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性の社会参加 （市民対象 問 11） 

●女性が「地域・社会」活動やその意思決定の場に、さらに参加するには何が必要であると思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

29.8 

29.5 

45.0 

57.3 

9.8 

46.8 

73.1 

25.2 

26.3 

33.8 

29.2 

25.6 

24.0 

18.7 

10.8 

13.0 

6.6 

2.6 

16.7 

11.0 

1.3 

12.6 

14.6 

5.0 

3.1 

36.8 

8.9 

2.1 

17.5 

12.3 

5.3 

3.5 

6.6 

5.0 

0.9 

4.1 

4.1 

4.4 

4.2 

4.5 

4.2 

4.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

同性同士の結婚も認められる方がよい

結婚しても夫婦が別々の姓（名字）を選択できる

方がよい

結婚生活が上手くいかないときは離婚してもよ

い

配偶者の有無に関わらず、女性も経済的自立が

必要である

男の子は男らしく、女の子は女らしく育てるのが

よい

結婚しても必ずしも子どもを持つ必要はない

結婚する、しないは個人の自由である

男性（Ｎ＝293） 女性（Ｎ＝381） 

 

そう思う 

どちらかといえば 

そう思う 

どちらかといえば 

そう思わない 

そう思わない 

 

無回答 

わからない 

 

（Ｎ＝684） 

 

40.6 

37.5 

27.3 

16.0 

22.2 

9.2 

3.4 

3.1 

0.3 

6.5 

2.1 

2.7 

0.3 

42.0 

38.3 

26.0 

22.1 

16.3 

8.4 

4.7 

4.7 

1.6 

3.9 

0.3 

2.9 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族の理解と協力

女性が参加しやすい雰囲気づくり

女性自身の意欲と関心

育児・介護等の負担を減らすこと

近所や周囲の理解と協力

役員の男女比を設定するなどの制度の導入

リーダーの育成

行政による啓発、情報の提供

市民講座、教養講座等の開催

わからない

その他

無回答

無効回答



女性の就業について （市民対象 問 13） 

●女性が職業を持つことについてどのようにお考えですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性の就業継続 （市民対象 問 15） 

●女性が仕事を継続していくためにはどのようなことが必要だと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性（Ｎ＝293） 女性（Ｎ＝381） 

 

女性は職業を持たない方がよい 

結婚するまでは仕事をした方がよい 

結婚後も子どもができるまでは仕事を続けた方がよい 

子どもができたら仕事をやめ、大きくなったら再び職業を持つ方がよい 

結婚、出産にかかわらず仕事を続けた方がよい 

結婚後は家にいて、家事と両立できる仕事を持つ方がよい 

その他 

無回答 

無効回答 
2.4

8.2

4.8

66.9

11.3
5.8

0.7

男性

（N=293）

1.1

3.2

8.9

67.5

6.88.9

3.4

0.3

女性

（N=381）

0.3

0.9

0.9

4.2

3.5

9.8

14.7

67.3

57.1

5.9 

8.3 

8.8 

11.6 

3.1

2.7

0.2

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和６年全体（N=684）

令和元年全体（N=709）

54.6 

45.1 

31.7 

34.1 

21.5 

16.7 

17.8 

14.0 

9.6 

3.4 

2.7 

1.4 

2.7 

0.7 

54.1 

43.6 

39.1 

34.9 

29.7 

24.2 

19.2 

11.3 

7.1 

1.8 

1.1 

1.6 

2.4 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保育施設や子どもを預けられるサービスの充実

昇進、昇給など職場での男女平等を確保し女性の能力を正しく評価する

労働時間の短縮、休暇制度の充実

出産・育児等で退職した女性の再雇用制度の普及

家族の家事・育児・介護への理解を高める

介護サービス、介護休業制度の充実

男性の育児休業、短時間勤務などの制度の普及

女性が働くことへの社会全体の理解を高める

女性自身が働くことへの意欲を高める

継続していくための条件は整っている

わからない

その他

無回答

無効回答



（Ｎ＝684） 

育児休業・介護休業の利用の問題点 （市民対象 問 19） 

●「育児休業」「介護休業」を利用する場合の問題点について、現在の職場ではどのように思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性の育児休業・介護休業の利用 （市民対象 問 20） 

●男性が育児休業・介護休業を取得することについて、どのように思いますか。 

 

 

 

〔育児休業〕 

 

 

 

 

 

 

〔介護休業〕 

 

 

 

 

 

 

無効回答 

あてはまる どちらかといえばあてはまる 

どちらともいえない どちらかといえばあてはまらない 

あてはまらない 無回答 

 積極的に取得した方が良い どちらかと言えば取得した方が良い 

どちらかと言えば取得しない方が良い 取得しない方が良い 

わからない 無回答 

無効回答 

23.4 

11.2 

20.7 

38.4 

30.0 

22.7 

25.6 

22.5 

21.1 

26.5 

22.1 

17.4 

5.4 

12.8 

7.6 

4.8 

9.5 

15.9 

12.6 

5.8 

10.7 

11.0 

11.4 

11.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育てや介護は女性の役割だという意識が強い

職場での理解が得られない

仕事が忙しくて取る暇がない

収入が大きく減る

50.6 

46.8 

53.5 

34.5 

36.2 

33.3 

4.0 

6.8 

1.8 

1.2 

0.7 

1.3 

4.0 

3.8 

4.2 

5.9 

5.8 

5.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和６年全体（N=684）

令和６年男性（N=293）

令和６年女性（N=381）

54.0 

48.5 

58.3 

32.6 

36.9 

29.4 

2.9 

4.1 

2.1 

0.7 

0.7 

0.5 

4.1 

4.4 

3.9 

5.7 

5.5 

5.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和６年全体（N=684）

令和６年男性（N=293）

令和６年女性（N=381）



ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）  

●「ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）」について、経験したり、見聞きしたことがありますか。（市民対象 問 25-1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ＤＶや性被害の相談ができる窓口にについて、ご存知の機関はありますか。（市民対象 問 28） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワーク・ライフ・バランスの認知度 （市民対象 問 29） 

●「ワーク・ライフ・バランス」という言葉を知っていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.0 
8.4 

3.4 

63.8 

5.0 

2.4 

7.1 

女性

（N=381）

6.5 

7.2 

4.1 

69.6 

3.4 6.5 

2.7 

男性

（N=293）

（Ｎ＝684） 

直接受けたことがある 

身近（親族、友人など）に受けた人がいる 

受けた人から相談されたことがある 

実際に経験したり、見聞きしたことはないが、内容は知っている 

無回答 

言葉は聞いたことがあるが内容は知らない 

言葉を聞いたことがなく内容も知らない 

無効回答 

言葉も内容も知っている 

言葉は聞いたことがあるが、内容まではよく知らない 

言葉も内容も知らない 

無回答 

無効回答 

6.7 

8.3 

7.5 

5.5 

3.7 

3.2 

65.9 

64.9 

4.7 

5.5 

4.4 

3.8 

7.2 

8.6 
0.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和6年全体（N=684）

令和元年全体（N=709）

30.6 

23.8 

20.6 

14.2 

13.6 

11.1 

10.4 

6.4 

5.3 

4.7 

4.4 

3.7 

0.4 

32.9 

1.2 

6.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

鳥取市役所（こども家庭センター）

警察相談専用電話「＃９１１０」

弁護士・弁護士会・日本司法支援センター（法テラス）

鳥取市各人権福祉センター

鳥取県女性相談支援センター

鳥取県男女共同参画センター（よりん彩）

地域の相談機関（人権擁護委員、民生児童委員）

法務局（常設人権相談所、女性の人権ホットライン）

性暴力被害者支援センターとっとり（クローバーとっとり）

警察性犯罪被害相談電話「＃８１０３」

医療関係機関

ＤＶ相談ナビダイヤル「＃８００８」

性暴力ＳＮＳ相談「curetime（キュアタイム）」

知っているものはない

その他

無回答

無効回答

37.0 

28.4

32.0 

33.9

22.2 

31.2

8.8 

6.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和６年全体（N=684）

令和元年全体（N=709）

34.7 

34.7 

22.1 

8.7 

女性

（N=381）

8.9 

22.9 

28.3 

39.9 

男性

（N=293）



２．企業における男女共同参画に関する意識調査 

ワーク・ライフ・バランスの認知度 （企業対象 問 15） 

●「ワーク・ライフ・バランス」について知っていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワーク・ライフ・バランスの効果 （企業対象 問 18） 

●「ワーク・ライフ・バランス」を企業で推進していく効果についてどのように感じられますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

効果がある どちらかといえば効果がある どちらとも言えない 

どちらかといえば効果がない 効果がない わからない 

無回答 無効回答

よく理解している だいたい理解している 

言葉は聞いたことがあるが、内容まではよく知らない 

 

言葉も内容も知らない 

 無回答 無効回答 

21.3 

15.0 

55.6 

58.3 

17.1 

16.5 

6.0 

8.8 1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和６年調査（N=216）

令和元年調査（N=194）

27.3 

8.3 

26.9 

18.1 

17.6 

26.4 

33.8 

15.7 

36.6 

29.6 

31.0 

30.6 

17.1 

39.4 

15.7 

31.0 

25.0 

21.3 

1.4 

5.6 

1.9 

1.4 

3.7 

0.9 

1.4 

6.5 

0.5 

1.9 

1.4 

0.5 

16.2 

20.8 

13.9 

14.4 

17.6 

16.2 

2.8 

3.7 

3.7 

3.7 

3.7 

3.7 

0.9 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

優秀な人材や女性人材の確保・維持

コスト低減（人材育成の経費を含む）

従業員の士気・モチベーション・モラルの向上

業務改善への関心の高まり

採用応募者の増加

企業イメージ・評価の向上

（Ｎ＝216） 



男女共同参画に関する改善の取組内容（企業対象 問 1-1）  男女共同参画に関する改善の取組の効果（企業対象 問 1-2）  

●女性の能力発揮を促進するため、どのような

改善に取り組まれていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●取り組まれた結果、どのような効果が得られ

ましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

具体的な取組 （企業対象 問 20） 

●貴社（事業所）で次の取組をしていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
令和 6年調査（Ｎ＝216） 令和元年調査（Ｎ＝194） 

 
令和 6年調査（Ｎ＝157） 令和元年調査（Ｎ＝146） 

＊令和 6年追加項目 
＊＊参考（令和元年：仕事と家庭の両立ができるよう労働時間に配慮している） 

＊＊ 

令和 6 年調査（N=216） 令和元年調査（N=194） 

69.9 

65.3 

43.1 

38.0 

35.2 

34.3 

27.8 

26.4 

19.4 

16.7 

11.6 

10.7 

10.2 

9.7 

7.9 

6.0 

3.2 

2.8 

0.5 

5.1 

0.0 

65.5 

73.2 

41.8 

19.6 

29.9 

28.4 

21.7 

30.4 

25.8 

16.5 

8.3 

2.6 

13.9 

10.3 

19.6 

4.6 

5.2 

5.7 

1.6 

3.6 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

半日単位の有給休暇

年次有給休暇の取得促進

短時間勤務制度

労働者の希望に応じた就業形態の変更

時間単位の有給休暇

始業・終業時間の繰り下げ、繰り上げ

勤務時間、勤務地、担当業務について希望を聞く

学校や地区の行事参加のための休暇

所定外労働の免除

ノー残業デーの推奨

リフレッシュ休暇、アニバーサリー休暇

在宅勤務・テレワーク

資格取得などの自己啓発のための休暇

フレックスタイム制

育児・介護により退職した従業員の再雇用制度

健康維持（増進）のための休暇

社会貢献のための休暇

育児・介護休業中の経済的支援

その他

無回答

無効回答

35.7 

26.4 

13.4 

13.0 

7.9 

6.9 

11.1 

26.9 

0.5 

0.0 

54.1 

24.2 

15.5 

13.4 

9.8 

0.0 

21.1 

3.6 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

＊仕事と家庭の両立支援のための休暇

休業制度・柔軟な勤務時間制度を導入

女性の募集・採用の拡大

女性の管理職を積極的に登用

人事評価基準、昇進・昇格基準等

を明確化

女性が少なかった職種や職務に女性

を配置

＊テレワーク等の多様な働き方を可能と

する環境整備

その他

なにもしていない

無回答

無効回答

36.3 

29.9 

29.3 

21.7 

19.8 

10.2 

3.8 

1.9 

15.9 

3.8 

0.0 

26.7 

24.0 

21.9 

15.1 

11.0 

11.0 

7.5 

1.4 

24.0 

15.1 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性の勤続年数が延びた

女性の責任感が向上した

職場の雰囲気がよくなって活気が出た

女性の活躍が会社の利益に貢献した

女性のチャレンジ意欲が向上した

外部の評価・企業イメージが向上した

就職希望者が増加した

その他

特になし

無回答

無効回答



育児休業制度について  

●育児休業利用者の取得期間はおおむねどれくらいでしたか。 （企業対象 問 6-3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

●男性が育児休業を取得するにあたっての課題はどのようなことですか。 （企業対象 問 8） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セクシュアル・ハラスメントの防止対策 （企業対象 問 9） 

●セクシュアル・ハラスメントの防止に関する方針の明確化について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発  行 ： 鳥取市 総務部 人権政策局 男女共同参画課（令和７年３月） 

TEL 0857-30-8076  FAX 0857-20-3945 

E-mail：danjyo@city.tottori.lg.jp 

 

 

． ５日未満 ５日～１週間程度 ２週間～１か月程度 

２か月～３か月程度 ４か月～６か月程度 ７か月～１年程度 

１年超（延長） 無回答 無効回答 

（N=216） 

方針を文書化する予定がある 方針を文書化する予定はない 

方針を文書化していないが対策を講じている 方針を文書化している 

無回答 無効回答 

57.4 

54.6 

13.9 

12.4 

8.3 

6.2 

18.5 

23.7 

1.9 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和６年調査（N=216）

令和元年調査（N=194）

58.8 

53.2 

39.8 

24.1 

11.1 

10.7 

9.7 

7.9 

4.2 

2.3 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

代替要員の確保が困難

他の従業員の負担が増える

利用者本人の収入が減る

男性自身に取得の意識がない

社会的慣習や風潮

職場に取りづらい雰囲気がある

企業の経済的負担が大きい

わからない

その他

無回答

無効回答

5.3 15.8 57.9 10.5 

2.0

5.9

5.3 

51.0 35.3

5.3 

5.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和６年男性（N=19）

令和６年女性（N=51）


